






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































，曾，幽，曾曹曾曹 曾曾，ST5混合製品 皮革製品，製靴， 家具，印刷物，プラスチック製品，食用油脂，飼料。
，??
消費財
曾曾曾 幽　　　　　　　　　　　曾曾曾曾﨑栫Cメリヤス製品，絨毯，その他軽工業品，家電製品，乗用車，穀物製品，缶詰，嗜好品。
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15今後，ヴィシュグラード諸国がEUの経済水準への「収敷」（convergence）に向かうのかどうかは，現在の経
　済成長理論で論議されている移行諸国の経済成長の動因は何かという問題も含めて重要な課題といえる。経済
　の収敏（収束）理論は，経済発展の遅れた諸国（貧しい諸国）は，経済発展の進んだ諸国（豊かな諸国）より
　高い経済成長率を実現し，長期的にキャッチアップするというソローの新古典派成長モデルを出発点として，
　その延長線上の技術変化や人的資本をモデルに組み込んだ内生的成長理論に関する実証的妥当性を巡る議論が
　行われている。EUと中東欧諸国間の経済収敏を分析した研究として，　Ficher　S．，　Sahay　R．　and　V6gh　C．　A．
　［1996］は，1989－95年間における中東欧諸国10力国を含む移行諸国26力国のマクロ経済指標（実質GDP成長
　率，インフレ）の推移を比較している。同研究では，ハイパー・インフレの封じ込め，民営化・自由化等のマ
　クロ経済安定化政策を開始した時期を基準（stabilization　time）にグラフを構成し，実質GDP成長率は安定化
　政策の施行後2年でプラスに転じていると結論付けている。De　Melo，　Denizer　et　Gelb［1996］では，国内市場
　価格競争の自由化，貿易と外国為替体制の自由化，民営化・金融改革の三つの変数から経済自由化指標（Cu－
　mulative　Liberalization　lndex）を用いて，自由化と経済成長のプラスの関係を指摘している。更にFicher　S．，
　Sahay　R．［2000］では，　EUとの地理的距離，移行前年における教育水準，天然資源賦存状況の有無といった
　初期条件（initial　condition）を付加して経済成長の分析を行っている。　Andreff　W．［1997］は，中東欧諸国の
　EUへの収敏過程を①名目的収敷（マーストリヒト基準への接近度合）②実質的収敏（GDP成長率，失業率，
　固定資本形成）③構造・制度的収敏（対外貿易構造の変化，民営化）の点から検討している。担しAndreff
　［1997］は資本主義体制への移行と先進経済諸国への収敏へ向かう中東欧諸国への問題提起として，「あらゆる
　経済活動の完全な市場経済体制への移行，あるいは，イデオロギー的には，マルクス後の新たな化身として歴
　史の終焉を体現する『資本主義の勝利』が正しい発展であるならば，ここで提起される問題は，経済システム
　の収敷ではなく，最も効率的で最適であると仮定される唯一のシステム，資本主義への収敏が問題なのであ
　る」（239ページ）と指摘している。
16Marches　Tropicaux　et　Mediterraneens，5mars．1999．　p．464．
17自律的イニシアティブ確立の可能性の一つとして，マグレブ諸国側からの経済地域圏の確立が考えられる。
　1989年2月，マラケシュにおいて北アフリカ5力国（アルジェリア，リビア，モーリタニア，モロッコ，チュ
　ニジア）の首脳により調印されたUMA（Union　du　Maghreb　Arab）は，その1つに挙げられるが，近年にいた
　ってもモロッコーアルジェリア間の貿易量（輸出入）は全体の0．9％，モロッコーチュニジア間では0．6％に過ぎ
　ない。スッカによれば，実現可能な経済的プロジェクトの欠如，低い貿易補完性，イソフラの未整備が阻害要
　因として挙げられるとしている（Sekkat　K［2001］）。
18同時に，本稿で指摘した外部への加工工程移転や委託加工取引の増加とそれに伴う生産のフラグメンテーショ
　ンが与える周辺国への影響（直接投資やそれに伴う技術移転）に関する実証分析もまた今後の課題である。
19ジェフラットは，EUは生産資本の周辺諸国への移転を推奨する政策を採るべきであり，周辺諸国の競争力の
　安定化を図らなければならないと指摘している（Dje且at　A．［2001コ）。
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